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会社数＜連結⼦会社＞

従業員数

創⽴

売上⾼＜連結＞

グループ主要事業
 社会公共
 社会基盤
 エンタープライズ
 ネットワークサービス
 システムプラットフォーム
 グローバル

300社

112,638⼈

1899年

3兆952億

⽇本電気株式会社
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社会を⽀えるNECの事業例
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航空管制
指紋認証

各種業務
システム デジタル

TV送信
TVスタジオ

電⼦カルテ

電⼦政府

⽔管理
漏⽔検知

POS

港湾監視
⽔中監視

⽣産管理
⼯場管理

鉄道通信
交通管制

施設監視
郵便区分機

物流 消防
システム 通信

システム

スマートエネルギー

衛星通信･地球観測

）））

銀⾏ATM

海底ケーブル
海底地震計

「海底から宇宙まで」豊富な実績で社会に貢献「海底から宇宙まで」豊富な実績で社会に貢献
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NECが取り組む環境の中⻑期⽬標
気候変動への対応として2050年CO2排出量”実質ゼロ”を掲げ、2030年
までのSBTを設定するとともに、事業を通じた環境価値拡⼤に取り組む
気候変動への対応として2050年CO2排出量”実質ゼロ”を掲げ、2030年
までのSBTを設定するとともに、事業を通じた環境価値拡⼤に取り組む

2020

2030

2050

2050年にCO2排出量を実質ゼロへ

SBT(2018年10⽉取得)
Scope1,2からのCO2排出量を2017
年⽐33％削減

2017年7⽉発表

環境経営⾏動計画2020/2030

2050年を⾒据えた気候変動対策指針

事業を通じて
環境価値5倍の創出

2016年7⽉発表

気候変動対策⽬標

2014年7⽉発表
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NECグループのSBT（2018年10⽉31⽇認定）

[Target Classification]

Well-below 2℃
[Target Classification]

Well-below 2℃

Scope 1＋2
2030年度までに
温室効果ガス排出量を
2017年度⽐で33％削減

Scope 3
2030年度までに
販売した製品からの温室効果ガス排出量を
2017年度⽐で34％削減

Scope 3
2030年度までに
販売した製品からの温室効果ガス排出量を
2017年度⽐で34％削減
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 CDPの「気候変動」「⽔」2部⾨で最⾼評価「Aリスト」に 2年連続選定
 サプライヤエンゲージメント評価についても、最⾼評価の「サプライヤ

エンゲージメントリーダーボート」に今回初選定

CDP対応
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サプライチェーン全体からのCO2排出量実績
事業者が所有⼜は管理する排出源から
発⽣する温室効果ガスの直接排出

電気、蒸気、熱の使⽤に伴う温室効果
ガスの間接排出

Scope 2 を除く企業群（サプライチェーン）
全体からの間接排出
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(万t)
950万t 965万t

（第三者検証） （第三者検証）

Scope3
929万t

Scope3
910万t

Scope1,2
40万t

Scope1,2
36万t

実績推移

Scope1

Scope2

Scope3

2016

776万t

（第三者検証）

Scope3
741万t

Scope1,2
35万t

2017

817万t

（第三者検証）

Scope3
783万t

Scope1,2
34万t

813万t

Scope3
780万t

Scope1,2
33万t

2018
（第三者検証）

年度

748万t

Scope3
711万t

Scope1,2
37万t

2019
（第三者検証）

Scope3算出⽅法⾒直し

748
万t

Scope1: 0.3%
Scope2: 4.6%

Scope3:95%

51.1%
カテゴリー1

39.1%
カテゴリー11

4.9%

カテゴリ13,14,15を除く
その他のカテゴリ

販売した製品の
使⽤による排出

購⼊した製品・
サービスの排出

※Scope3は算出⽅法⾒直し前の数字での検証

2019年度
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（※）当初「サプライヤ環境調査」、「サプライヤ環境表彰」として開始しましたが、今年度、対象テーマ拡充や内容変更等を踏まえて名称変更しております。

周知徹底
 サプライヤ様向けグリーン調達ガイド

ライン改訂［17年度］

実態可視化＆
エンゲージメント

 サステナビリティ調達SAQ書⾯調査(※)［18年度〜］

 CDPサプライチェーンプログラム［19年度~］

動機付け
 サステナビリティ表彰制度創設(※)［18年度〜］

CO2排出量の削減対策と気候変動による影響を考慮したBCP対策を要請

CO2排出量実績、削減⽬標有無、再エネ活⽤状況 等を確認

SAQ及びCDPサプライチェーンプログラムの回答結果を基に環境含むサステナ
ビリティ活動を1次評価の上、NECグループへの環境視点での事業貢献について
2次評価を⾏い表彰会社を選定。戦略サプライチェーンパートナー交流会にて表彰。

サプライヤ様とのエンゲージメントに向けた従来施策
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サプライチェーン上流のCO2排出量削減強化
21年度、Scope3 Cat.1のSBT⽬標を再設定し、削減取組の強化を予定21年度、Scope3 Cat.1のSBT⽬標を再設定し、削減取組の強化を予定

※GHGプロトコルが策定した標準的な基準・ガイドラインに基づき算定。
産業連関表ベースの排出原単位を使⽤

NECグループ サプライチェーン全体から
のCO2排出量実績と割合※（2019年度）

748万t
(2019年度)

51%

Scope3(95%)

Scope1,2

39%

5%

購⼊した製品・
サービスの排出
(カテゴリー1)

販売した製品の
使⽤による排出
(カテゴリー11)

その他(カテゴリー
13,14,15を除く)

5%

サプライヤエンゲージ
メントを通じて削減

製品エネルギー効率の
改善により削減

5%

⾃社の排出
（Scope1,2）

39%

販売した製品の
使⽤による排出
(カテゴリー11)

購⼊した製品・
サービスの排出
(カテゴリー1)

51%

対象を拡⼤
従来の注⼒範囲

継続強化

従来からの製品エネルギー効率改善の促進に加え、新たに
サプライヤエンゲージメントを通じたCO2排出削減対策を推進

⾃社の排出
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今後の推進に向けたチャレンジ
以下課題に対して、CDPと連携を図りつつ、サプライヤ様、NEC双⽅が
ともにWin-Winとなるような実のある活動を進めてまいります。
以下課題に対して、CDPと連携を図りつつ、サプライヤ様、NEC双⽅が
ともにWin-Winとなるような実のある活動を進めてまいります。

 CDPサプライチェーンプログラム
を起点としたCO2削減に繋がる
施策の強化

フィードバックシート提⽰による
サプライヤ様との対話を通じて、
削減に向けた共創へ繋げていく

 サプライヤ様のCO2削減努⼒が
実際の集計排出量に反映される
仕組みの構築

（現状）調達額×産業連関表の排出原単位
＝排出量

t-CO2￥

CDPのスコープ３レポート等を使ったハイブリッドでの
算出⽅法について模索していく




